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第

一
間
に
は
鹿
町
茨
裾
の
試
錐
記
銘
の

一
部
聖
不
L
t

下
方
の
蛇
の
目
静
が
第

7
蛇
の
目
暦
で
あ
る
｡
乙
の
瀞

は
歌
浦
の
光
､
俳
は
塩
に
南
方
､
楠
泊
の
北
の
矢
岳
附

妃
に
も
露
出
す
る
｡

第
二
蛇
の
目
犀
は
大
潮
五
尺
層
上
約
二
四
八
〇
八
､

於
浦
三
八
(
鹿
町
本
暦
)
上
約

7
〇
五
尺

の
虞

に
あ

っ

て
､
庇
町
村
附
近
で
は
二
〇
八
以
上
の
原
n
が
あ
る
｡

(
第

一
閲
参
旧
州)
｡
鹿
町
舟
歌
ケ
浦
の
源
岸
､大
加
勢
､
及

び
南
方
.
長
串
.

矢
岳
､
楠
泊
の
西
方
大
名
切
(
鼻
下
炭

坑
)等
に
於
て
顔
-
教
達
す
る
｡
第
二
蛇
の
目
暦
の
下
磐

に
は
鹿
町
附
鑑
で
三
枚
暦
と
柿
す
る
二
八
許
-
の
炭
層

が
あ
る
か
ら
､
第

一
蛇
の
目
暦
と
明
瞭
に
置
別
n
れ
る
｡

妨
五
姫

云
六

四
〇

四
､
緒
論

以
上
記
述
し
た
蛇
の
目
角
磯
質
凝
衣
岩

は
主
と
し
て
北
松
浦
泉
田
の
酉
年
部
は
於
で
調
査
し
た

慮
で
あ
る
が
､
鼎
骨
に
厚
い
岩
層
在
る
を
以
て
多
分
来

車
部
は
於
で
79
春
在
す
べ
-
､
特
殊
の
岩
層
で
あ
る
か

ら

一
っ
の
標
準
岩
層
と
し
て
暦
序
の
研
究
は
利
用
し
得

る
と
思
は
れ
る
｡
翻
､
凝
泉
質
岩
石
は
爽
炭
層
の
上
部

に
到
る
ほ
従
っ
て
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
､
他
の

層
位
ほ
も
'
或
は
蛇
の
目
質
の
岩
層
が
存
在
す
る
FJ
と

も
あ
る
べ
-
'
他
の
岩
石
､
石
炭
暦
と
の
陶
係
は
つ
き

で
留
意
せ
ば
楼
準
暦
と
し
て
利
用
し

得

る

乙
と

J
思

ふ
｡

(
完
)

五

斜
長
石
を
識
別
す
る
晶
帯
法

の
粛
介

(二
)

笹

倉

正

夫

(A
)基
本
個
鰻
と
､
そ
れ
と
双
晶
関
係
に
あ
る
個
鰭

賓
際
の
操
作
に
督

つ
で
は
次
の
事
柄
h
t記
憶
す
べ
L

と

の
二
つ
は
既
で
､
消
光
角
曲
線
が
横
軸
に
封
栴
的
で



あ
れ
ば
ア
ル

バ
イ
ト
双
晶
で
あ
る
O
但
し

C/OA
n
2
1
以

上
で
は
ア
ル

バ
イ
ト

･
ア
ラ
B
と
別
つ
乙
と
は

出
来
ぬ

(
証
=
横
軸
は
封
し
て
封
桐
で
､
必
ず
し
も
ー
縦
軸
の
O

を
通
る
横
軸
は
就

い
て
考

へ
る
ほ
及
ぼ
の
｡
双
晶
片
の

両
方
が
成
分
を
異
に
す
る
時
は
縦
軸
の
oo
を
迫
る
横
軸

に
封
し
て
封
精
で
な

い
)
｡
r
J
の
場
合
は

ojoA
n
の
た
iJ

一
つ
の
値
が
得
ら
れ
伯
｡

p
-
(001
)の
努
関
は
2
1
A

n

以
下
で
は
極
大
値
と

)40
乃

16
0を
覆
し
'

2
1An
で

は
殆
ル
ビ

一
致
す
る
か
ら
､
そ
れ
を
手
段
と
し
て
決
定

す
る
乙
と
が
で
p
Jる
｡
消
光
角
曲
線
が
平
滑
を
曲
線
を

作
ら
肘
と
､
極
大
値
の
付
置
が
JE
確
に
定
め
ら
れ
肘
｡

荷
消
光
角
の
正
'
負
が
定
ま
る
場
合
は
極
め
て
容
易
に

成
分
が
決
定
さ
れ
る
0
壁
間
の
正
確
に
定
ま
る
乙
と
､

従
っ
て
又
消
光
角
の
正
､
負
が
定
め
ら
れ
る
乙
と
は
柿

で
あ
る
か
ら
t
か
･/

る
時
は
平
行
叉
は
禎
酢
双
晶
を
見

出
す
棟
ほ
努
め
る
の
が
枯
骨
で
あ
る
｡

(
B
)二
消
光
剤
曲
線
が
横
軸
に
勤
し
で
正
確
に
封
雛

で
な

い
時
は
平
行
又
は
複
郵
双
晶
で
あ
っ
て
'
成
分
決

斜
長
前
を
節
別
す
る
品
抑
法
の
細
介

定
は
そ
の
他
の
手
段

,<Lj用ふ
る
乙
と
夜
-
､
次
の
如
-

し
て
容
易
に
求
め
ら
れ

る｡

(
a
)曲
線
が
横
軸
に
封
し
て
'
同
側
に
落
ち
る
と
き

は
ア
ラ
B
双
晶
で
'

2L
A

n
以
上
で
あ
る
.

(b
)曲
線
が
甚
だ
し
-
離
れ
'

然
も
極
大
値
間
の
間

隔
が

45-
600
で
あ
れ
ば
､
ojroA
n
は
2
1
以
上
で
'
双

晶
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
又
は
ァ
ル
ry',
ィ
ト

･
カ
ー
ル

ス
バ
ー
ド
で
'
そ
の
何
れ
か
は
第
二
間
を
見
て
明
は

さ
れ
る
｡

(

C

)

同
上
の
間
隔
が

20-
300で
あ
る
呼
は
､
2
tAn

以
下
で
､
双
晶
の
決
定
は
次
の
如
-
す
る
｡
即
(
00
1
)

の
努
関
が
極
大
値
の
丁
度
中
心
に
凍
-
､
然
も
両
曲

線
の
極
大
値
が
そ
れ
よ
か
同

一
角
皮
で

へ
だ
た
る
時

は
ア
ラ
3
'
又
は
ア
ル
バ
ィ
,l
｡
ア
ラ
Fq
.
各
個
鰭

の
壁
間
が
.
各
個
髄
の
極
大
値
か
ら
約

15
｡
の
へ
だ

た
わ
に
在
わ
､
且
各
個
鰻
の
壁
間
が

50｡
の
間
隔
を

持
つ
と

Fuは
､
カ
ー

ル
ス
バ
ー
ド
叉
は

ア

ル

qr,
メ

ト
･
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
｡

l竜
七

四

一
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大

操
作
上
の
洗
恵

山
双
晶
の
源
度
数
を
吟
味
す
る
際
に
は
'
あ
ま
-
多

-
な

い
平
行
､
後
難
双
晶
が
賓
際
よ
タ
79
そ
の
数
を
将

す

港
そ
れ
が
あ
る
.
経
緯
錯
基
棟
作
の
す
べ
て
の
方
法

に
就
て
消
光
仲
を
よ
-
正
し
-
誕
め
る
た
め
に
､
幅
の

廉

い
双
晶
を
進
み
勝
ち
で
あ
-
､
平
行
淑
晶
は
幅
の
戯

い
双
晶
に
特
は
多

い
か
ら
上
述
の
硯
h
t来
す
股
間
と
在

る
｡
pJ
れ
は
双
晶
の
数
を
柾
計
的
ほ
求
め
る
際
に
必
ず

心
懸
け
で
讃
-
べ
き
事
柄
と
E
山.ふ
｡

物
極
大
偶
間
隔
､
或
は
雌
雄
藤
軸
上
の
投
影
は
就
で

は
こ
れ
が
測
定
値
中
の
最
大
値
を
意
味
し
な

い
乙
と
む

知
る
べ

き
で
あ
る
｡
極
大
値
は
挿
入
法
に
よ
っ
て
求
め

る
と
正
確
を
値
が
縛
ら
れ
る
｡
極
大
値
間
隔
は
そ
の
曲

線
の
性
質
上
.
位
置
よ
-
も
寧
ろ
数
字
が
重
要
で
あ
る
｡

然
し
少
し
慣
れ
て
凍
る
と
rJ
の
数
学
の
値
計
両

用
せ
ず

四
つ
の
双
晶
の
定
め
る
消
光
角
曲
線
形
か
ら
双
晶
が
推

測
ru
折
る
様
に
な
る
0
即
械
練
的
ほ
数
値
を
蝿
ひ
･よ
-

鰐
五
軟

毛
八

川
こ

も
双
晶
の
相
互
槻
係
を
光
撃
的
ほ
認
識
す
る
fJ
と
が
事

薯
肝
要
で
あ
る
｡
若
し
も

一
回
の
蔑
み
で
平
滑
夜
曲
糠

の
縛
ら
れ
ぬ
時
に
は
､
J
軸
で
後
戻
し
に
廻
鴻
し
､
前

は
商

人
だ
J
朝
の
中
間
位
で
.
消
光
位
を
測
る
様
は
す

べ
き
で
あ
る
.
角
ぼ
っ
た
曲
線
叉
は
著
し
-
不
規
則
を

曲
線
は
観
察
の
役
に
立
た
ぬ
.
消
光
角
曲
線
の
位
置
を

見
る
ほ
慣
れ
て
凍
れ
ば
'
た
と

へ
測
定
範
囲
で
極
大
値

が
得
ら
れ
ね
で
も
､
間
嚢
の
型
か
ら
推
測
が
つ
-
櫨
に

な
る
0

消
光
角
曲
線
と
横
軸
と
の
(
Do

に
於
け
る
)
切
令
以
鮎

は
極
大
値
と
同
じ
-

?JoA
n
の
利
達
は
捉
以
種
々
轡
化

す
る
が
.
Ed
の
位
置
の
.JiJ
-
僅
か
の
離
差
か
ら
.
切
合

鮎
の
移
動
す
る
敦
が
大

き
-
な
る
か
ら
､
乙
の
鮎
は
成

分
､
双
晶
判
別
上
無
償
倍
で
あ
る
｡

㈲

一
個
牌
が
2
1
A
n

よ
-
棉
酸
性
の
も
の
で
は
'
他

の
双
晶
片
の
成
分
が
若
干
そ
れ
よ
や
鰻
基
性
ほ
を
-
～

種
々

6
-
8
0jo
の
差
む
蕉
ず
る
こ
と
が
あ
る
｡
乙
の
場

合
双
晶
片
の
各
所
梱
鰭
が
賓
際
は
同
じ
成
分
で
あ
-
乍



ら
測
軍
制
差
か
ら
か
!
る
糖
基
を
蔑
む

TJ
と
も
稀
で
な

い
｡
他
の
方
法
で
も
同
様
の
誤
差
は
入
-
得
る
｡

測
定
硯
差
に
基
づ
か
覆

い
で

A
n
%
ほ
著
し
い
相
違

の
見
ら
れ
る
乙
と
が
あ
る
｡

定
に
髄
差
の
原
閏
は
､
双
晶
を
れ
自
身
が
双
晶
軸
を

軸
と
し
て
正
確
は
百
八
十
度
廻
輯
し
て
ゐ
な

い
乙
と
も

め
-
柑
る

(
ラ
イ
ン
バ
ル

ト
は
十
度
73P
ち
が
ふ
も
の
が

あ
る
と
言
ふ
)
｡
か
し

る
場
(
=
は
極
大
値
の
位
置
を
鼻
動

せ
し
め
る
か
ら
七
枚
は
し

い
場
合
例

へ
ば
極
大
値
間
隔

30｡
～
4
00
の
時
に
は
常
に
ス
テ
レ
オ
間
使
用
法
で
確
め

ね
ば
な
ら
附
｡
晶
骨
法
と

ス
テ
レ
オ
閲
表
法
を
平
行
し

て
行

ひ
.
両
々
互
に
吟
味
し
合

(̂
の
は
澱
も
州
憩
的
操

作
法
と

い
へ
る
｡

姉

一
例斜

長
桁
を
繊
別
す
る
府｡
非
法
の
紹
介

I.

1

(
仁
科
山
脈
脚
島
村
中
の

斜
長
ポ
)

0,
0
0
1
粍
位
の
双
凧
片
が

見

え

､

難
関
も
認
め
ら
れ

る
C
上

述の
操
作
で
双
n
==

丙
は

(0
1
0
)
で
あ
る
こ

と

が
知
ら

れ

る

｡

tI'ju )だ ′帖

(010)n=219.5
h=11.5cS

(001)j=140

ZeropointofT=90つ･6
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之
を
岡
示
す
る
と
右
の
通
わ
で
極
大
値
と
し
て

1
=

9
.

8｡
2
-

7
.
6.
が
得
ら
れ
､
極
大
値
の
投
影
は

献
酬
上
で
令
致

し

､
且
二
曲
線
は
封
栴
で
あ
る
か
ら
'

1
-
2
は
ア
ル

TJJ,
ィ
ト
双
晶
で
あ
る
｡(
100)と
極
大
値

と
の
間
隔
は

)
30
枚
で
､
1
1
2
が
2

1A
n
以
下
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
｡

即

筋
五
擁

芳

〇

四
四

こ
と
が
分
る
O
a
と
C
と
の
細
大
借
間
櫛
か
ら
成
分
は
2
i
A

n
よ
り
上
で

あ
る
こ
と
を
知
る
｡

即

r1-⊆ 歪 頭

1-2- アJv ノゼイ ト

1=13An

2=15An

第

二

例

(仁
科
川
脈
脊
怒

声

の
斜
長
和
)

第

節

41
例
と

同
じ
手
数
を
純
越
し
T:
光

刈
樹
を
作
輿
し
て
下
の
辿
り
に
な
る

問
か
ら

a
-
b
､

C
-
d

は
ア
ル

バ
イ
ト
双

瓜

の
捌

係
に
あ
り
'

a
I

c

は

カ

ー

ル

ス

バ

ー

ド
双

H
M

を
な
す

a-b=アJL,バ イ ト

e-d=ア ル バ イ ト

a-C=カー ル ス バ ー ド

a=13つ･.-･29An

b=1きつ-･･29An

cニ=121･･･28.5An

d=9つ---26An

七

リ
ツ
ト
マ
ン
晶
帯
法

順
序
が
逆
に
在
る
が
､
始

め
で
リ
ツ
ト
マ
ン
の
提
示

し
LJ
晶
昔
法
の
要
旨
を
附
託
し
て
讃
者
の
健
は
供
す
る

(
一
)
双
晶
面
､
叉
は
勢
関
南
4<LJJ
は
直
角
は
簡
-
0

(I-)

(
二

)

双

晶

群
の
決
定
｡

(

-

)常
法
双
晶
｡
J
軸
の
如
何
在
る
位
置
で
も
P
舶
隣

(I;=)

れ
る
双
晶
柄
井
の
干
渉
色
が
瓦
に
珊
同
じ
｡

(

‥
-

1
)

平
石
､
綾
部
双
晶
｡
黙
ら
ざ
る
時
｡

(
…
Ⅲ
)オ
-
ク

ク

レ
ー
ス
で
は
干
渉
色
が
低
-
有
の
決
定



不
能
o

(
三
u
.(010)
…
ト

(001)
の
決
定
.
第
二
節
の
通
-
｡

但
し

A
n
=
75
-
1000/O
の
時
は
､

T
=

4
5
｡
の
付
置

で
石
膏
板
を
挿
入
す
る
と
､
常
に
赤
色
が
勝
ち
'
音

叉
は
黄
色
が
之
と
混
ず
る
｡
こ
の
時
は
晶
帯
の
性
質

は
不
定
｡

(
四
)
晶
帯
卜
(
0
-
0
)

の
時
の
成
分
双
晶
の
決
定
｡

(-
)

方
位
〔
1
00
〕.

((0
1
0

)ト
J
､T
=
0
)｡
J
の
動
輪
ほ

よ
り
努
開

(001)
を
見
出
し
､
穿
開
が
最
も
貌
-
見

ぇ
た
付
置
で
1
軸
を
と
め
る

(
鮎
晶

a
軸
に
砥
角
)
0

rJ
の
時
の

(0
)
0)>
n
rp

を
求
め
で
節
六
閲
か
ら
成

分
を
定
め
る

｡
((010
)>
(
001
)
が
貌
角

(
ca∞60)

を
夜
す
方
向
は

n
､,
が

あ
れ
ば
消
光
角
を
(
+
)
と
す

る
｡

一
個
鰭
の
消
光
角
払
う
こ
れ
と
双
晶
闘
係
は
あ

る
他
の
桐
髄
の
消
光
角

臥
〟と
す
る
と
､
双
晶
の
種
類

は

れ
る
が
'
慢
性
'

斜
長
石
を
識
別
す
る
品
櫛
比
の
如
介

欄潟畑濁溜腰

(

‥
H

)

方
位

p
｡
ぺ
リ

ク

-
ン
双
晶
面

を

上

と
同
様
は
し
て

最
も
明
瞭
に
見
え

る
位
置
に
凍
ら
し

め
､
01
0>
'n
ll,
お

求
め
で
第
六
間
か

ら
成
分
を
､
又
何

の
如
-
し
て
双
晶

を
定
め
る
｡

A
t
a-
B

双
晶
は

を
の
双
晶
軸
が
中

性
斜
長
石
は
放
て

の
み
P
に
平
行
で

あ
る
か
ら
定
め
ら

飽
基
性
斜
長
石
は
北
で
は
そ
の
滑

光
角
不
定
で
あ
る
｡

(iii
)極
大
消
光
角
｡
E
b
ert
の
法
は
こ
れ
を
修
飾
し
た

も
の
で
あ
る
0

7:.i八ll

M

:i
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第 七 間
･7D
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1匹 色lも7.

ヽ Pu (0,0

-lO○ ヽヽヽ i/a
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■ヽヽ ､､ヽ_
Ab lD 20 30 48 50 60 70 80 90 An

晶'J.Flrt-⊥(010)の 脚光Irj lV;JiJ'字⊥(010)の 脚光Irl

〔100〕≡(001)鱗開

p-ペ リク リン双 /.l'1両

M=細大il■i光IlJ
∈亡-同上1TL'-F髄 とカール スパー

ド双FTl'Iの紺僻にある仰撒

叫1rI光trJ
(Rittmannに伐 る)

節
五
舵

三

生

四
六

(

.
-

)

(

.

Ⅳ
)

〔

O
O
)
〕
;

ト
〔0
0
)

]
の
決
定
o
C
arlsb
ad

A

[
0

01
]
.

A
tb
i
t
e･C
aT
)S
h
a

d

A
i

〔
含こ
の
双

晶
軸
決
定
は
J

軸

の
廻
輪
に

(･;)

よ
っ
で
各
双
晶
片
の
?i･
捗
色

の
明
る
さ
が

同

一
で
あ
る
位
寵
を
求
め
'

そ

の
時

の

⊥〔001〕=アル バ イ トカ ー ル ス バ

ード双晶 の 札rTlr1･E..JET
〔001〕=カ-ル スバ ー ド双lrlTlJの

双 晶軸

E･_,=同上仰鯉 とカ-)i,スバ ー ド

双 瓜の捲村仲I,=ある仙髄の脚
光JlJ

(Rittmannに依 る)

〔ool〕恒 001〕

(100)(穿開)

P (ぺ リクリン)

0 (寓消光の位置)

(三
〇

)>
n
√
-
E

を
測
る
｡
双
晶
軸

が
鏡
筒
の
方
向
に

あ
る
時
は
E
l=
E
_

双
晶
軸
が
鋸
筒
に

底
角

の
位
置

に

あ
る
時
は

E
-=

I
E
=]
〔
0
0)
〕
か
ト

〔001
]

か
む
決
定

す
る
の
は
次
の
如

く
す
る
｡

T
I
0

の
位
置
で
鋸
筒
の

方
向
が

〔
00
1]
の

時
は
常

は
あ
ま
卓



明
る
-
衣
-
､
ト
〔0
0
1j
在
ら
ば
ず
っ
と
明
る
い
｡

J
軸
の
上
で
他
の
方
便
と
の
間
隔
は
よ
っ
て
も
定
め

ら
れ
る

(前
軍
の
衷
).

成
分
を
定
め
る
未
は
節
七
間
｡
但
し
卜

∩00L〕
方
位

な
ら
ば
定
め
易

い
が
〔0
0
1]
は
あ
ま
-

よ
-
な

い
｡

(
五
)晶
帯
ト
(00
)
)に
放
け
る
決
定
法
｡
(第
八
､
九
閲
)

第 入 間
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晶櫛⊥(001)の脚光 1rj

〔010〕-ア クライ ン双 晶の双

榔帥

〔100〕=(010)弊閃又はアル

バ イ ト双晶雨

空ゴ= ア クライ ン双晶片の脚
光JlJ

(Rittmannに放 ろ)

第 九 固
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'30･20●lO
らPup1(00l

亡.-一つ■ I//

-20-30-48-PL)-6q-70-80i,,
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ヽ

l l

JV.'J.El'il⊥(001)の脚光Ill

M=放火irJl光JfJ

M′=叔小脚光lfJ

E望アクライ ン双 晶6()rl■3'光JrJ

A,B-光軸
(RittmannL,=依 る)

劉
長
前
を
祁
別
す
る
〓仙
相
法

の
約
介

天

王

(
-
)
方
位
ロ
0
0
〕｡
努
開
又
は

ア
ル

バ
イ
ト
双
晶
片
が
最

･
も
鋭
-
見
え
る
位
置
ま
で

J

で
廻
晒
し
n
f,A

(0
)0
)

む
測
る
｡

(

‥
ュ
l
)

方
位

(0)0]
及
び

卜

[

0
(0
]O(
010
)
-
･actin
eA
,

1
〔0
1
0〕
･･･(M
a
neb
ach
･

A
c

line
)
1

〔
010]
は

ロ
0
0
〕
曲
線
と
合
致
す
｡

〔0
1
0

〕
i
〔0
10
〕
と
の
曝
別

は
､

〔β
○
〕
の
時
は
消
光
角

3
0Q
よ
-
小
で
､
.L
〔
0
)0
]

の
時
は
4
0
｡
よ
-
常
は
大

き
い
rJ
と

は

よ
る
｡

翻

ト
〔
0L
Oj.
は
〔0
01]
穿
開

四
七
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球

節
十
九
怨

が
細
-
見
え
る
か
ら
.
よ
-
置
別
n
雇て
る
｡

(:'Ⅲ)(00
1
)
の
穿
開
又
は
マ
ネ
バ
ッ
ハ
双
晶
の
あ
る
場

は
ト
(0
)
0)
の
場
合
と
同
様
に
し
て
極
大
消
光
角
が

得
ら

れ
る
｡但
し
中
牲
斜
長
石
は
の
み
適
用
n
れ
る
｡

(第
九
圏
)偲
牲
斜
長
石
で
は
極
小
消
光
角
が
得
ら
れ

る
0

(
六
)
ぺ

ヅ
ク

-
ン
双
晶
面
は
直
角
を
晶
尊
か
ら
は
成
分

の
洗
足
が
出
凍
ぬ
.

節

三

例

(
信

浪
小
噛

郡
ノ
ダ
ツ
パ
ラ
柵
梯
瑚
市
滋
山
山村
襟
)

節
五
紙

芳

四

四
八

努
関
は
右
中
産
牛
各
遵
宿
し
在

い
｡
7
は
ヘ
リ
ク
-

ン
双
晶
で
あ
る
｡

(
･･
n

)

双
晶
群
と
双
晶
面
を
決
定
せ
る
ほ
(
本
項
二
､
三
)

骨
法
双
晶
｡

平
行
又
は
〆

梅
郷
双
晶
｣

(
1
1
2
0
3
-
4
0

1
-
3
0
2
-
3
0
2
1
4
0

3
-
5
0
3
-
6
0

双
晶
面
･･････(
0
1
0
)

(
.:

111
)
右
中
部
左
牛
部
各
に
付
で
滑
光
角
を
測
定
す
｡
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て
次
の
乙
と
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知
ら
れ
る
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(
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形
か
ら
東
平

と
左
牛
は
カ
ー
ル
ス
パ
ー
ド
双
晶
も

ー｡
一｣l手
..1

.
-･▲l
･.
圭

一

又

そ
の
各
々
に

ア
ル
バ
イ
ー
双
晶
が
推
測
n
オ1
る
｡

ア
ル
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イ

ト
双
晶

カ
ー

ル

ス

バ
ー
ド
双
晶

形
.
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43
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ア
ル
バ

イ

ト

双
晶

カ
ー

ル

ス
Q'l
I
ド

形65≡nA

ア
ル
バ
イ
ト
･
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
双
晶

4 5 6

(

.
Ⅳ

)

同
様
に
し
て
3
1
5
､
3
-
6
が
各
カ
ー
ル
ス
Q't

I
ド
双
晶
を
な
し
A

n
=

5
7
0jo
を
知
る
｡

(

Ⅴ

)

方
位
〔00
1
]
叉
は
L
〔00
1
]
の
決
定
.

u

I
8

｡W

で
発
憤
が
同

一
の
明
る
さ
に
在
る
｡
そ
の
時

干
渉
色
は
白
衣
色
で
明
る
い
｡
r
J
の
方
位
と
〔
100
〕と
は

2
6
｡
で
あ
る
か
ら
､
錯
簡
は
卒
行
な
双
晶
軸
は
ト
〔0
01
]

で
あ
る
｡
消
光
角
は
2
-

3-
2
5
｡､
1
-
4
-

-
2
5
0

偽
っ
て
此
か
ら
2
と
3
'

1
と
4
の
双
晶
軸
は
鋸
筒
の

方
向
は
あ
ヵ
'
1
と
3
の
双
晶
軸
は
そ
れ
に
直
角
､
即

〔
O
O
t
]
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
､
2
と
3
'
1
と
4
は

ア
ル
.I,l
ィ
ト

｡
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
双
晶
と
知
る
｡
成
分

は
A

n
I

5
7

0j(0
0

(.Ⅵ
)上
の
事
柄
を
次
の
株
に
表
示
し
て
置
-
と
よ
い
｡

斜
最
前
を
紙
別
す
る
HM
櫛
法
の
紹
介

方位 ] ･1 2 334ow -32Q+320+16018oE -160 ･+310-310-160 -160
⊥Eoolヨ 8ow -250+250 +250-250

双晶式

アJVバ イ ト

(三石′vRノや

帯二呈
個鰭 双晶軸 双晶面

_L.(010) (010)

〔001〕 (010)

(010)

ぺク リン

成分 (An% )

≡;卿

雲 )

≡)

f
一

J

一

L

1

3
1
q

U

3

圭:蛋) ⊥〔001〕

3-7

個慢

1-2,11 3

3-4,3- 1

3-5,3- 6

1-4,2-3

汁朋
小
川
棟
桁
､
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本
端
末
､
細
砕
蛇
基
に
依
る
長
石
の
織
別
法
｡
(
紫
波

訊
塊
､
昭

六
､
十
二
)
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仰
こ
れ

は
筋

十
]

刷
か

ら
明
瞭

で
あ
る
O

第

十

一

国

椛軸一脚光角O

縦軸-JのJll庇 ｡

A-平行双晶の双晶 軸 O

｣_A一塊離乳 h71の双 晶軸 ｡

OJi;i'一法恥 鼠の起脚 光 o

(73!..IAno･)lHl線 )

1-2=骨法双晶｡

1-4=卒行双晶0

1-3=複耕双晶｡

経てか ⊥る時は

3-4=骨法双晶0

2-3=平行祝IVIo

2-4=枚郁双瓜

A
で

は

平

行
双
晶
を
な
す
両
脚
胎
の
脚
光
角
は
等
し
-
方
向
も
同
じ

で
あ
る
｡

ト
A
で
は
平
行
双
晶
を
な
す
雨
何
勝

の
脚
光
角
は
韓
し
き
も
方
向
は

反
射
｡
視
軸
双
晶
の
脚
光
竹
は
等
し
-
､
方
向
も
同
じ
で
あ
る
O

仲
秋
駄
爾
片
で
成
分
の
如
る
岬
は
必
ず
し
も
明
る
さ
が
同
じ
で
あ
る
と

限
ら
ぬ
こ
と
を
注
意
｡

tDC
こ
の
位
紀

を
求
め
る
の
は
港
だ
む
つ
か
し
い
｡
山.4
骨
位
(
T
=
0
)
で

一
皮
見
て
'
次
に

T
=
4
5｡
で
験
し
､
束
に
そ
の
時
石
菅
棟
で
検
査

す
る
と
北
林
な
位
紀
が
終
ら
れ
る
C-

(
完
)


